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1. はじめに 

近年，ID 付き POS データ等の普及により,顧客一人ひとり

の購買行動を把握することができるようになった．また，こ

の顧客ごとの購買履歴から性別や年齢別の嗜好を分析で

き，経営戦略を立てる上で有利な情報の獲得が可能であ

る．このことからもビッグデータを活用する業種・業務，用途

は広がってきており，小売業や卸売業などの企業を筆頭に

解析および解析データの活用が行われている． 

情報工学系の学生において，データ解析に必要なマーケ

ティング分野の知識および Python や R 言語といった分析

向きの言語を扱える学生は多いとはいえない．さらに，分

析を手助けしてくれる既存システムも多いが，ほとんどが商

用であることから学生のデータ解析使用には敷居が高い．  

本研究では，購買情報のビッグデータから，マーケティング

分野で広く用いられる分析方法を基に，解析しやすいデ

ータセットの抽出やデータの可視化を行い，解析を支援す

るシステムを開発する． 

2. 関連研究 

高萩ら[1]はマーケティング分野のデータ分析技術取得の

ための 7種類の分析を行えるようなウェブベースシステムを

開発した． 

徳永ら[2]は RFM 分析を企業側からではなく，ユーザ側に

焦点をあてて，一般消費者が自分自身の購買行動を自身

のレシートをデータベースにまとめたレシートログから分析

できるサービスの実装を行った． 

3. 研究目的 

データ解析初心者の学生に対してビッグデータの解析を

支援するシステムを提供することを目標とする．図 1に示す

ようなウェブ上で動作するシステムとすることで，プログラミ

ングを必要としない誰もが操作しやすいシステムを目指

す． 

4. RFM 分析 

本研究では，手始めに一般的に利用されている RFM分析

の支援を行う． 

RFM 分析は，顧客のこれまでの購買行動・購買履歴を対

象とする分析手法で，顧客の最終購買日(Recency)，購買

頻度(Frequency)，総購買金額(Monetary)の 3 つの観点か

ら指標化する． 

 RFM 分析を選んだ理由は，さまざまな企業において用い

られているマーケティング分析手法の最たるものであり，顧

客をセグメント化することで優良顧客や新規顧客といった

区分に顧客を分類することができるので，解析初心者でも

結果の把握が容易であるためである． 

5. 現在の検討事項 

現在は RFM 分析を支援するシステム開発の第 1 段階とし

て， Java アプリケーションの開発を行っている．アプリケー

ションは図 2 のように、複数のテーブルから必要となるデー

タを集め，RFM 分析を行ったうえでその結果を新しいテー

ブルに保存する．  

6. 今後の進め方 

今後は Javaアプリケーションとして RFM分析が可能である

かを検証し，可能であればWebアプリケーションとして開発

を進める。さらに RFM 分析以外の解析手法や各種の可視

化手法を追加していく予定である． 
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図 1．システム構成 

図 2．アプリケーション動作例 
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